
毎
年
恒
例
、
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
の
新

春
企
画
！

テ
レ
ビ
で
も
注
目
を
集

め
て
い
る
「
ふ
じ
い
あ
き
ら
」
と
不

思
議
の
国
お
フ
ラ
ン
ス
か
ら
や
っ
て

き
た
「
ム
ッ
シ
ュ
・
ピ
エ
ー
ル
」
が
、

マ
ジ
ッ
ク
で
競
演
。
抱
腹
絶
倒
、
大

爆
笑
の
ス
テ
ー
ジ
に
ど
う
ぞ
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
１
／
18
（日）

14：

00
〜

●
入
場
料
（
全
自
由
席
）

一
　
　
　
般
／
２
、
０
０
０
円

高
校
生
以
下
／
１
、
０
０
０
円

※
当
日
３
０
０
円
増

１
９
６
６
年
以
降
、香
月
泰
男
は
、

婦
美
子
夫
人
を
同
伴
し
て
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ス
ペ
イ
ン
、

イ
タ
リ
ア
な
ど
へ
頻
繁
に
で
か
け
ま

し
た
。
そ
こ
で
描
か
れ
た
膨
大
な
ス

ケ
ッ
チ
や
素
描
集
は
、
対
象
の
最
も

際
立
っ
た
美
し
さ
が
印
象
的
に
描
か

れ
て
お
り
見
る
人
の
心
を
魅
了
し
て

や
み
ま
せ
ん
。

代
表
曲
「
母
に
捧
げ
る
バ
ラ
ー

ド
」、「
贈
る
言
葉
」、「
早
春
譜
」
な

ど
心
に
響
く
名
曲
の
数
々
。

海
援
隊
（
武
田
鉄
也
・
中
牟
田
俊

男
・
千
葉
和
臣
）
の
ト
ー
ク
＆
ラ
イ

ブ
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
３
／
14
（土）

17：

00
〜

●
入
場
料
（
全
指
定
席
）４、

５
０
０
円

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
　
ル
ネ
ッ
サ
な

が
と
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト

ロ
ー
ソ
ン
Ｌ
コ
ー
ド：

６
１
４
１
７

寿
こ
と
ぶ
き

大
学
（
高
齢
者
学
級
）

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
高
齢
者

を
対
象
に
、
総
合
的
な
生
涯
学
習

の
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

生
き
が
い
の
あ
る
豊
か
な
老
後
の

創
造
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
毎
月
１
回
講
座
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

11
月
に
は
ス
ポ
ー
ツ
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
講
座
と
し
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
朝
か
ら
あ
い
に
く
の

雨
で
、
体
育
館
の
床
に
シ
ー
ト
を

敷
い
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
参
加
者
か
ら
は
、「
屋
内
で
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
初
め
て
な

の
で
、
良
い
経
験
に
な
っ
た
」
、

「
屋
内
用
ボ
ー
ル
は
打
球
の
方
向

が
微
妙
に
変
化
す
る
の
で
、
結
構

面
白
か
っ
た
」
等
の
声
も
あ
り
、

満
足
そ
う
な
様
子
で
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
寿
大
学
で
は
、

介
護
予
防
等
に
関
す
る
健
康
講
座

や
市
政
・
教
養
講
座
、
研
修
視
察

等
、
一
年
を
通
し
て
多
彩
な
テ
ー

マ
で
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
昭
和
33
年
の
発
足
以
来
50
年

の
歴
史
を
持
つ
こ
の
学
級
が
、
今

後
さ
ら
に
受
講
者
の
ニ
ー
ズ
に
見

合
っ
た
も
の
に
な
る
よ
う
、
内
容

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

に
こ
に
こ
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ

今
年
度
か
ら
、
宗
頭
文
化
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
新
た
に
取
り
組
ん

で
い
る
エ
コ
教
室
で
、
子
ど
も
た

ち
の
環
境
問
題
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
と
創
造
力
の
向
上
を
図
る
た

め
、
毎
月
１
回
、
小
学
生
を
対
象

に
、
廃
品
等
を
利
用
し
て
芸
術
作

品
や
生
活
に
役
立
つ
も
の
を
作
る

学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
参
加
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

宗
頭
文
化
セ
ン
タ
ー

TEL
43
‐
０
６
１
７ 屋内グラウンドゴルフの様子

今
回
の
展
示
で
は
、
１
９
６
６
年

以
降
の
欧
米
素
描
を
紹
介
し
ま
す
。

●
会
　
期
　
１
／
25
（日）
ま
で

●
開
館
時
間
　
９：

00
〜
17：

00

（
入
館
は
16：

30
ま
で
）

●
入
館
料
（
20
人
以
上
団
体
）

・
一
　
般
　
５
０
０
円
（
４
０
０
円
）

・
大
学
生
　
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

・
高
校
生
以
下
無
料

海
援
隊
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ協働のまちづくり

辰
戦
争
」
と
し
て
全
国
に
伝
わ
り
ま
し

た
。
そ
し
て
10
月
に
は
、
再
び
長
門
市

が
23
ｍ
42
㎝
の
記
録
を
更
新
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

６
月
に
は
江
戸
末
期
の
川
尻
捕
鯨
の

様
子
を
描
い
た
絵
図
が
日
本
鯨
類
研
究

所
か
ら
本
市
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
戦

後
海
外
に
持
ち
出
さ
れ
、
遠
く
南
ア
フ

リ
カ
共
和
国
を
経
由
し
て
の
里
帰
り
で

し
た
が
、
当
時
の
北
浦
捕
鯨
を
知
る
上

で
の
貴
重
な
資
料
と
し
て
〈
く
じ
ら
資

料
館
〉
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
７
月
か
ら
９
月
ま
で
の
３
ヵ
月

間
、
JR
西
日
本
主
催
の
観
光
事
業
『
お

い
で
ま
せ
山
口
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

仙
崎
駅
舎
の
壁
面
に
か
ま
ぼ
こ
板
の
モ

ザ
イ
ク
画
で
描
い
た
「
み
す
ヾ
さ
ん
の

世
界
」
や
湯
本
温
泉
の
「
音
信
川
恋
伝

説
」
に
ち
な
ん
だ
ハ
ー
ト
型
花
火
や
キ

ャ
ン
ド
ル
で
、
観
光
客
を
お
迎
え
し
た

私
た
ち
の
〈
お
も
て
な
し
〉
は
多
く
の

人
の
記
憶
に
刻
ま
れ
た
は
ず
で
す
。

そ
し
て
11
月
、
東
京
か
ら
体
験
型
修

学
旅
行
で
訪
れ
た
高
校
生
た
ち
が
、
漁

業
や
農
業
を
通
し
て
の
市
民
と
の
交
流

を
楽
し
み
ま
し
た
。
桜
町
高
校
、
高
島

高
校
い
ず
れ
の
生
徒
た
ち
も
、
都
会
に

は
な
い
人
々
の
あ
た
た
か
さ
や
自
然
を

満
喫
し
た
様
子
で
し
た
。
地
引
網
や
魚

釣
り
、
芋
掘
り
や
餅
つ
き
な
ど
、
い
つ

ま
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
体
験
で
あ
っ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

協
力
し
て
創
り
上
げ
た
も
の
ば
か
り
で

す
。
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

市
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
市

政
運
営
に
つ
き
格
別
の
ご
理
解
ご
協
力

を
い
た
だ
き
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
昨
年
も
忘
れ
ら
れ
な
い
出
来

事
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。
２
月
、

念
願
の
萩
・
三
隅
道
路
（
三
隅
〜
明
石

間
）
が
開
通
し
、
山
口
県
内
の
山
陰
自

動
車
道
で
は
初
め
て
の
供
用
開
始
と
な

り
、
お
と
な
り
萩
市
と
の
距
離
は
ぐ
っ

と
縮
ま
り
ま
し
た
。

３
月
、「
や
き
と
り
の
長
さ
世
界
一

の
記
録
」
を
持
つ
長
門
市
に
会
津
若
松

市
か
ら
挑
戦
状
が
届
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
翌
４
月
に
は
戊
辰
戦
争
140
年
を
記

念
し
て
会
津
地
鶏
が
140
㎜
記
録
更
新
を

し
、
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
「
や
き
と
り
戊

て
い
る
今
日
、
そ
の
成
果
は
確
実
に
表

れ
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
山
口

国
体
が
２
年
後
に
ひ
か
え
て
き
ま
し

た
。
市
民
の
皆
様
と
の
〈
協
働
〉
で
私

た
ち
の
〈
お
も
て
な
し
力
〉
を
発
揮
し

て
成
功
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
日
記
も
旧
長
門
市
長
時

代
の
『
な
が
と
日
記
』
か
ら
数
え
て
今

回
で
100
回
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
か
く
も
長
き
に
わ
た
り
私
の
駄

文
に
付
き
合
っ
て
い
た
だ
い
た
市
民
の

皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

今
年
は
丑う

し

年
で
す
。
地
に
し
っ
か
り

と
足
を
つ
け
着
々
と
前
進
す
る
年
で
あ

る
こ
と
を
祈
念
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。
今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
私
の
〉
旅
・
欧
米
素
描
展

親
し
み
易
い
！
元
気
が
出
る
！
と

好
評
の
吉
田
正
記
念
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
。
吉
田
メ
ロ
デ
ィ
ー
、
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
版
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ク
ラ
シ
ッ
ク

な
ど
、
楽
し
い
ト
ー
ク
が
盛
り
だ
く

さ
ん
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ
ン
サ
ー
ト

は
ほ
か
で
は
聴
け
ま
せ
ん
。

●
と
き
　
２
／
22
（日）

13：

30
〜

●
入
場
料
（
全
指
定
席
）

Ｓ
　
　
　
席
／
３
、
５
０
０
円

Ａ
　
　
　
席
／
３
、
０
０
０
円

Ｂ
　
　
　
席
／
２
、
５
０
０
円

高
校
生
以
下
／
　

５
０
０
円

※
高
校
生
以
下
席
は
Ｂ
席
の
み

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
　
ル
ネ
ッ
サ
な

が
と
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト

ロ
ー
ソ
ン
Ｌ
コ
ー
ド：

６
１
３
３
４

彼
女
の
温
か
く
、
哀
愁
漂
う
歌
声

が
、
団
塊
の
世
代
に
は
懐
か
し
い
青

春
期
の
様
々
な
場
面
を
鮮
や
か
に
甦

ら
せ
て
く
れ
ま
す
。
故
阿
久
悠
の
秘

蔵
っ
子
、
あ
さ
み
ち
ゆ
き
の
美
し
い

歌
声
を
ぜ
ひ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
３
／
１
（日）

14：

00
〜

●
入
場
料
（
全
指
定
席
）

３
、
５
０
０
円

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
　
ル
ネ
ッ
サ
な

が
と
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト

ロ
ー
ソ
ン
Ｌ
コ
ー
ド：

６
１
３
３
５

国
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
舞
台
機
構

を
活
か
し
て
お
届
け
す
る
、
世
界
無

形
遺
産
人
形
浄
瑠
璃
「
文
楽
」
公
演
。

昼
夜
と
も
上
演
前
に
は
分
か
り
易
い

解
説
が
あ
り
ま
す
の
で
、
初
め
て
文

楽
を
ご
覧
に
な
る
方
も
気
軽
に
お
楽

し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

●
と
き
　
３
／
19
（木）

・
昼
の
部
／
13：

00
〜

「
一
谷
嫩
軍
記

い
ち
の
た
に
ふ
た
ば
ぐ
ん
き

」、「
紅
葉
狩

も
み
じ
が
り

」

・
夜
の
部
／
17：

00
〜

「
二
人
三
番
叟

に

に

ん

さ

ん

ば

そ

う

」、「
御
所
桜
堀
川

ご
し
ょ
ざ
く
ら
ほ
り
か
わ

夜
討

よ

う

ち

」、「
傾
城
恋
飛
脚

け
い
せ
い
こ
い
び
き
ゃ
く

」

●
入
場
料
（
全
指
定
席
）

１
　
階
　
席
／
４
、
０
０
０
円

２
　
階
　
席
／
２
、
５
０
０
円

桟
敷
席
（
６
名
）
／

２
０
、
０
０
０
円

高
校
生
以
下
／
１
、
２
０
０
円

※
高
校
生
以
下
席
は
２
階
席
の
み

●
セ
ッ
ト
割
引
　

昼
の
部
と
夜
の
部
の
入
場
券
（
１

階
席
の
み
。
桟
敷
席
除
く
）
を
と

も
に
お
求
め
の
方
に
限
り
、
１
、

０
０
０
円
割
引
い
た
し
ま
す
。

●
チ
ケ
ッ
ト
一
般
発
売
日

１
／
７
（水）

10：

00
〜

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
　
ル
ネ
ッ
サ
な

が
と
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト

ロ
ー
ソ
ン
Ｌ
コ
ー
ド：

６
２
２
２
６

文
楽
公
演

吉
田
正
記
念
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

あ
さ
み
ち
ゆ
き

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
０
９

子
ど
も
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

■三隅支所（２階会議室）
２月４日（水）9：00～11：30
■日置支所（市民相談室）
２月12日（木）9：00～11：30
■油谷支所（２階応接室）
２月18日（水）9：00～11：30
■市役所本庁（３階会議室）
２月25日（水）9：00～11：30
１月のこんにちは市長室は都合により
休止します
■問い合わせ　秘書係 Tel  23‐1113

爆
笑
！
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

毎
年
好
評
の
「
子
ど
も
ピ
ア
ノ
リ

サ
イ
タ
ル
」
も
、
今
回
で
11
回
目
を

迎
え
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
奏
で
る
素
敵
な
ピ

ア
ノ
の
音
色
。
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

●
日
時
　
２
／
１
（日）

９：

00
〜

●
入
場
無
料


